
平成３０年第１４回瑞浪市教育委員会臨時会会議録 

                                  (要点筆記) 

日  時  平成３０年１２月４日（火）９時００分開会 

場  所  瑞浪市役所 ４階 全員協議会室 

 

日程第１  前回会議録の承認 

日程第２  本日の会議録署名委員の指名 

日程第３  議 事 

 

出 席 者 

瑞浪市教育委員会 

教育長            平 林 道 博 

１ 番             可 児 恵 太 

２ 番             加 藤 博 之 

３ 番     山 田 幸 男 

４ 番       柴 田 洋 子 

 

説明のため出席した事務局職員 

   事務局長            奥 村 勝 彦 

   事務局次長兼 

学校教育課長兼         工 藤 仁 士 

学校給食センター所長       

教育総務課長兼         酒 井 浩 二 

学校統合推進室長           

社会教育課長        大 山 雅 喜 

      スポーツ文化課長     工 藤 嘉 高 

     

職務のため出席した事務局職員 

教育総務課長補佐        鈴 木 友 恵 

      教育総務課総務係        安 藤 みちる 
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教育長 ９時００分、本日の委員会臨時会の開会を宣言する。 

 

―市民憲章朗誦― 

 

 日程第１、前回会議録の承認を行う。 

平成３０年第１３回教育委員会定例会の会議録に、１番可児恵太委員

と２番加藤博之委員が承認の署名を行う。 

 

―署名― 

 

教育長 日程第２、本日の会議録署名委員の指名を行う。 

本日の会議録署名委員は、教育長において、３番山田幸男委員と４番

柴田洋子委員の２名を指名する。 

 

教育長 

 

日程第３、議事に移る。 

「議第５４号 瑞浪市教育振興基本計画 みずなみ教育プラン・後期

計画の策定について」を議題とする。本案について事務局から説明を求

める。 

 

教育総務課長 

事務局次長 

 

【議案資料より説明】 

 

教育長 概要と「基本目標１」について、事務局から提案説明があったが、質

疑はあるか。 

 

山田委員  瑞浪市教育振興基本計画推進委員が案をよく読み込んで、たくさんの

意見を出してくださっており、ありがたい。 

５点、質問がある。 

①２３ページの幼保一体化についての記述中、「幼稚園
．
」「保育園

．
」と

あるが、「教育部
．
」「保育部

．
」が適当ではないか。 

②２４ページの「後期計画策定時の現状・課題」について、「平成２

９年度」と年度が記載されているが、過去５年間の結果を考察した内容

であるので、記述を修正するとよいのではないか。 

③２５ページの「②外国語活動の充実」について、「継続します」と

あるが、前ページの「後期計画策定時の現状・課題」の分析から言うと、

「拡充する」が適切ではないか。予算の制約等もあり、困難なことは理

解しているが、あくまでも教育委員会の今後の目標である。 

④２９ページの「人権
．
尊重」という語句について、以前は「人間

．
尊重」

と言っていたが、どのようか。 

⑤３１ページ、３５ページについて、具体的な取組内容として、「中

学校運動部活動指針」や「教職員の働き方改革プラン」を策定したこと

を追加してはどうか。 
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事務局次長 

 

 ご意見のとおり、①については「教育部」、「保育部」、③は「拡充す

る」に修正し、②については、年度を削除する。 

 ④については、「人権尊重」という語句が定着しているため、このま

まとする。 

 ⑤の「中学校運動部活動指針」については、部活動を強力におし進め

るというよりは、活動に制限を加えるというネガティブなニュアンスが

あるため、「瑞浪市教育振興基本計画 みずなみ教育プラン・後期計画」

への記述は避けたい。「教職員の働き方改革プラン」については、策定

に関する記述はしていないが、３６ページに「教職員の時間外勤務を縮

減します」等、２点を新たに主な取組として加えた。 

 

山田委員 

 

 「中学校運動部活動指針」については、より良い部活動の在り方の指

針なので、ネガティブな内容とは思わない。例えば、「後期計画策定時

の現状・課題」の欄に追記することはいかがか。 

 

教育長 

 

 追記するということとして、事務局に一任するということでよろしい

か。 

 

委員  異議なし。 

 

加藤委員 

 

 ３１ページ、当初は「児童生徒のスポーツ離れが進みつつあり」とあ

るが、後期計画策定時の考察には記述がない。解消されたということか。 

 

事務局次長 

 

 そうである。取り組むスポーツの多様化が進んでいる。学校教育で取

り組むことは、「スポーツに触れるきっかけづくりやスポーツをする時

間を学校や家庭、地域の中で生み出していくこと」ではなく、学校教育

の範囲内で、いかに体力をつけさせていくかということである。 

 

山田委員 

 

「教職員の働き方改革プラン」については、３５ページの「後期計画

策定時の現状・課題」に記載してはどうか。 

 

事務局次長 

 

 ３５ページに追記する。 

加藤委員 

 

 ２４ページについて、「平成２９年度」と年度を削除するだけでは、

文意が通じにくい。 

 

事務局次長 

 

 文脈を確認の上、修正する。 

教育長 

 

 「基本目標１」について、他に質疑はあるか。 

各委員  質疑なし。 

 

教育長 

 

 次に「基本目標２」について、事務局から説明を求める。 
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社会教育課長 

 

【議案資料より説明】 

 

教育長  「基本目標２」について、質疑はあるか。 

 

各委員  質疑なし。 

 

教育長 

 

 次に「基本目標３」について、事務局から説明を求める。 

スポーツ文化課長 【議案資料より説明】 

 

教育長  「基本目標３」について、質疑はあるか。 

 

山田委員 

 

 ５５ページの「施策４ 体育協会・スポーツ少年団・クラブとの連携」

について、本施策中の「クラブ」は、中学生を対象としたクラブだけで

なく、成人を含む一般を対象としたクラブのことであるかもしれない

が、「後期計画策定時の現状・課題」に「瑞浪市におけるクラブ活動の

ガイドライン」の策定についても加えるとよいと思う。 

 

スポーツ文化課長 

 

 「後期計画策定時の現状・課題」中の「クラブ」は、中学生を対象と

したクラブの加入者数に関する記述である。それ以外のクラブについて

は、状況を把握しておらず、また取組も行っていない。 

 

加藤委員 

 
 全体を通して、新規というマークは、削除してもよいのではないか。 

教育総務課長 

 

 後期計画を独立した計画と捉え、削除する。 

教育長 

 

 「基本目標３」について、他に質疑はあるか。 

各委員  質疑なし。 

 

教育長 

 

 次に「基本目標４」について、事務局から説明を求める。 

スポーツ文化課長 

 

【議案資料より説明】 

 

教育長  「基本目標４」について、質疑はあるか。 

 

山田委員 

 

 ６２ページの「後期計画策定時の現状・課題」に「幼児園・学校、公

民館等における地域の伝統文化の啓発活動は、保存団体の実状から困難

と判断し、未実施」とあるが、２４ページでは「多くの学校において、

地域と連携した体験的な学習を取り入れて、豊かな体験学習を行ってい

ます」とある。考察が矛盾していないか。 

 

スポーツ文化課長 

 

 学校と地域の連携は行われている。ただ、伝統文化の継承等について

は、各地域の自発的な取組としては行われているが、スポーツ文化課主
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導のものはないとの意である。補助金の交付は行っている。 

 

山田委員 

 

 今後はもっと関わりを持っていきたいということか。 

スポーツ文化課長 

 

 はい。 

教育長 

 

 「基本目標４」について、他に質疑はあるか。 

各委員  質疑なし。 

 

教育長 

 

 次に基本目標５について、事務局から説明を求める。 

事務局次長 

社会教育課長 

 

【議案資料より説明】 

 

教育長  「基本目標５」について、質疑はあるか。 

 

各委員  質疑なし。 

 

教育長 それでは、質疑を終結し、採決を行う。「議第５４号 瑞浪市教育振

興基本計画 みずなみ教育プラン・後期計画の策定について」を一部修

正のうえ、承認することに異議はないか。 

 

各委員 異議なし。 

 

教育長 異議ないものと認める。よって「議第５４号」は一部修正のうえ決す

る。 

 

教育長 以上で本日の日程が終了したので、平成３０年第１４回瑞浪市教育委

員会臨時会を閉会する。 

 

 

１０時１８分 終了 

 

 

上記会議録の正確なることを証するため、ここに署名する。 
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教 育 長 

 

 

署名３番委員   

 

 

署名４番委員 

 

 

書    記 


